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一般質問 

問
安全安心のまちづくりにつ

いて、今年の 3 月に新しい

防災ハザードマップが全戸配布さ

れました。この新しい防災マップ

の変更内容や改善点についてお聞

きします。

答
5 月 20 日の災害対策基本法

の改正に伴い、大雨洪水警

戒レベルの 3 から 5 が変更された

ため、避難情報の変更表示を掲載

しています。また、避難行動要支

援者の個別避難計画作成が努力義

務となり、社会福祉協議会と連携

して進めていきたいと考えます。

さらに 1000 年に 1 度の大雨によ

る洪水浸水想定区域等の追加、各

家庭の避難計画に活用できるマイ

避難カードを作成しています。

問
防災マップ配布後の対応に

ついてお伺いします。防災

対策で大切なことは、早期の避難

と日頃からの訓練であります。災

害周知や避難についても地域に

よっては変わってくると思われま

すので、どのように対応されるの

か、お聞きします。

答
地域により想定される災害

も違うため、地域ごとに避

難訓練等を行っていきたいと考え

ます。コロナ収束後は地域で避難

訓練を行い、防災マップを使って

避難カードに書き込むような形で

実施したいと考えます。今年度は、

社会福祉協議会や社会福祉法人協

議会と連携した社会福祉施設等で

の避難計画や訓練、また福祉避難

所の設置訓練等を行う予定です。

問
自力で避難できない場合の

誘導ですが、現状について

お聞きします。以前は地域ごとの

取組があったと伺いました。

答
災害の際に自分で避難でき

ない災害時要援護者につき

ましては、毎年民生委員を中心に

避難の際の援助の必要性等を確認

し、その情報を基に台帳を作成し

ています。避難訓練等が行われる

際に活用していますが、昨年今年

と訓練の場がなく、実践での活用

ができていない状況です。

■その他の質問項目

・ 新型コロナウイルスのワクチン

接種について

・ 低入札価格制度について

土本　昌幸  議員

（公明党）

安全・安心のまちづくりについて

問
釜坂トンネルの実現に向け

て、加西市はどのようなイ

メージを持っているのか。

答
新規事業の採択において重

要な費用便益比による経済

効果、投資的効果の評価は難しい

と考えますが、便益だけでなく産

業でのつながり、観光や医療、防

災面なども加味する必要があると

考えます。このような点をアピー

ルし、事業採択に向けて頑張って

いきたいと考えます。

問
平成 7 年に釜坂峠のトンネ

ル化を目標とする県道下滝

野市川線釜坂整備促進期成同盟会

が設立され、要望活動が行われて

きたが、今現在の動きは。

答
平成 20 年策定の県の新行

革プランにおいて公共事業

が見直され、当面事業着手を見合

わせる箇所として位置づけられま

した。しかし、新行革プランは 10

年スパンであるため、平成 29 年

度に要望活動を再開し、加西市長、

市川町長、両市町選出の県会議員

による要望活動を続けています。

問
最近の要望内容は。参考資

料等があっての要望なのか。

答
現在、加西インター産業団

地 1-2 工区で 2024 年 4 月

に新工場稼働、また 1-1 工区で 2

社の進出決定が発表され、まさに

インター周辺の社会、経済情勢が

大きく変わっています。県の社会

基盤整備プログラムの次期改定で

ある令和 5 年度に向け、今後数年

後には通勤需要や経済の動きが大

きく変わることをアピールして要

望活動を続けている状況です。

問
釜坂トンネルに関する市長

の動きは。

答
（市長）県としては事業効果

が出るものを優先されます

が、地域の状況や歴史的あるいは

人の現実的なつながり等地元にし

か分からない部分があるため、優

先順位が高まるように協力してい

ただきたいというスタンスです。

市としては、歴史的な社会的背景

も含めて、必要度を言葉として申

し上げていく必要があると思って

います。加西市全体で関心を高め、

いろいろな形で協力をいただきた

いと思っています。

黒田　秀一  議員
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釜坂トンネルの実現に向けて


